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(54)【発明の名称】 内視鏡装置

(57)【要約】
【課題】  内視鏡画像の記録時と観察時とで、適切な表
示状態で画像を表示することができる内視鏡装置を提供
すること。
【解決手段】  スコープによって撮像した内視鏡画像と
複数の文字情報とを同時に表示することが可能な表示手
段を備えた内視鏡装置において、表示手段に表示された
内視鏡画像及び文字情報を記録するための記録手段と、
記録手段に記録を指示する記録指示手段と、少なくとも
記録指示手段によって記録の指示がなされ、記録手段へ
の記録が行われる間は、文字情報を、記録手段への記録
が行われていない間の第１の表示状態とは異なる第２の
表示状態で表示するよう表示手段を制御する制御手段と
を有する構成とした。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  スコープによって撮像した内視鏡画像と
複数の文字情報とを同時に表示することが可能な表示手
段を備えた内視鏡装置において、
前記表示手段に表示された内視鏡画像及び文字情報を所
定の記録媒体に記録するための記録手段と、
前記記録手段に記録を指示する記録指示手段と、
少なくとも前記記録指示手段によって記録の指示がなさ
れ、前記記録手段への記録が行われる間は、前記文字情
報を、前記記録手段への記録が行われていない間の第１
の表示状態とは異なる第２の表示状態で表示するよう前
記表示手段を制御する制御手段と、を有することを特徴
とする内視鏡装置。
【請求項２】  前記第１の表示状態と前記第２の表示状
態とは、表示される前記文字情報の種類、表示項目数、
表示形態、及び表示位置の内、少なくともいずれか一つ
が異なることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装
置。
【請求項３】  前記第１の表示状態と前記第２の表示状
態とは、前記表示形態、及び表示位置が異なり、前記第
２の表示状態では、前記第１の表示状態と比べて、前記
文字情報が前記内視鏡画像の邪魔にならないようにそれ
ぞれ設定されていることを特徴とする請求項２に記載の
内視鏡装置。
【請求項４】  前記第２の表示状態は、前記第１の表示
状態において表示される文字情報のうち、所定の文字情
報を非表示とした状態であること、を特徴とする請求項
１に記載の内視鏡装置。
【請求項５】  前記表示手段は前記内視鏡画像を表示す
る表示領域を有し、前記所定の文字情報とは、少なくと
も所定値以上の文字数が前記表示領域に重なっている文
字情報であることを特徴とする請求項４に記載の内視鏡
装置。
【請求項６】  前記第２の表示状態は、前記第１の表示
状態において既定の位置に表示される文字情報の内、少
なくとも一部を前記既定の位置とは異なる所定の位置に
それぞれ表示することを特徴とする請求項１に記載の内
視鏡装置。
【請求項７】  前記表示手段は前記内視鏡画像を表示す
る表示領域を有し、前記所定の位置とは、前記表示領域
における周辺部の内、少なくとも一端部であることを特
徴とする請求項６に記載の内視鏡装置。
【請求項８】  前記内視鏡装置はさらに、前記表示手段
に表示された画像を静止させる静止手段を有し、
前記制御手段は、前記静止手段によって画像静止の指示
がなされた場合には、前記文字情報を前記第２の表示状
態で表示することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡
装置。
【請求項９】  前記文字情報とは、少なくとも日時情
報、患者情報、医師情報、及び必要に応じて書き込まれ
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るコメントの内、１つを有することを特徴とする請求項
１に記載の内視鏡装置。
【請求項１０】  前記記録手段は、前記内視鏡画像を写
真撮影する写真撮影装置、または画像データとして取り
込む画像記録装置の内、少なくとも一方を有することを
特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、内視鏡を体腔内に
挿入し、その内視鏡により得た体腔画像をモニタ等の画
面に表示可能な内視鏡装置に関し、特に画像と共に文字
情報を表示可能な内視鏡装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来、体腔の画像と共に、日時や患者の
情報等の文字情報を画面に表示する内視鏡装置において
は一般に、全文字情報を表示、もしくは非表示のどちら
かの状態に設定することが可能とされている。そして、
体腔の画像を記録装置によって記録する場合には、画面
に表示されている画像をそのまま記録するしかなかっ
た。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】前者の場合、体腔画像
に文字情報が重なってしまい、記録された内視鏡画像が
見づらくなってしまう場合があり、また後者の場合に
は、記録した画像に文字情報が全く表示されていないの
で、その画像がいつ記録され、また、誰の体腔画像なの
かがわからなくなってしまうという恐れがあった。
【０００４】上記のような問題は、内視鏡画像の観察時
に要求される表示状態と、記録時に要求される表示状態
とが必ずしも一致しないために生じるものであり、従
来、観察時には文字情報を表示させておき、記録時だけ
文字情報を非表示にしたり、また逆に、観察時には文字
情報を非表示にさせておき、記録時だけ文字情報を表示
させるというようなことができず、従来の内視鏡装置に
おいて上記のような操作をする際には、画像を記録する
度ごとに、医師により文字情報の表示・非表示の設定を
マニュアルで切り換えなければならず、その操作は非常
に煩わしかった。また上記において、記録時に文字情報
を表示させておく際には、必要のない情報までもが記録
されてしまう場合があり、これが体腔画像の観察の邪魔
になっていることが多かった。
【０００５】本発明は上記の問題点に鑑みて発明された
ものであり、内視鏡画像の記録時と観察時とで、適切な
表示状態で画像を表示することができる内視鏡装置を提
供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】本発明の請求項１に記載
の発明に係る内視鏡装置は、スコープによって撮像した
内視鏡画像と複数の文字情報とを同時に表示することが
可能な表示手段を備えた内視鏡装置において、表示手段
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に表示された内視鏡画像及び文字情報を所定の記録媒体
に記録するための記録手段と、記録手段に記録を指示す
る記録指示手段と、少なくとも記録指示手段によって記
録の指示がなされ、記録手段への記録が行われる間は、
文字情報を、記録手段への記録が行われていない間の第
１の表示状態とは異なる第２の表示状態で表示するよう
表示手段を制御する制御手段とを有することを特徴とす
る。
【０００７】上記の構成によれば、記録を指示するだけ
で、観察時とは異なる表示状態に切り換えられるので、
ユーザは記録時直前に表示モードを切り換え、さらに記
録後にまたその表示モードを元に戻す、というようなマ
ニュアル操作をいちいちすることなく、記録時に要求さ
れる画像を容易に得ることができる。
【０００８】請求項２に記載の発明によれば、第１の表
示状態と前記第２の表示状態とは、表示される文字情報
の種類、表示項目数、表示形態、及び表示位置の内、少
なくともいずれか一つが異なることを特徴とする。ここ
で、種類とは表示される文字情報の種類であり、表示項
目数とは表示される文字情報の項目の数であり、表示形
態とは表示される文字情報の文字数や文字サイズのこと
であり、表示位置とは文字情報が表示される位置のこと
である。これにより、様々な表示状態が得られる。
【０００９】請求項３に記載の発明によれば、第１の表
示状態と第２の表示状態とは、表示形態、及び表示位置
が異なり、第２の表示状態では第１の表示状態と比べ
て、文字情報が内視鏡画像の邪魔にならないようにそれ
ぞれ設定されていることを特徴とする。これにより、記
録画像が文字情報によって見づらくなってしまうという
ことが防止される。
【００１０】請求項４に記載の発明によれば、第２の表
示状態は、第１の表示状態において表示される文字情報
のうち、所定の文字情報を非表示とした状態であること
を特徴とする。これにより、所定の情報だけが表示され
た記録画像を得ることができる。
【００１１】請求項５に記載の発明によれば、表示手段
は内視鏡画像を表示する表示領域を有し、所定の文字情
報とは、少なくとも所定値以上の文字数が表示領域に重
なっている文字情報であることを特徴とする。これによ
り、文字情報が内視鏡画像にほとんど重ならない記録画
像を得る事ができる。
【００１２】請求項６に記載の発明によれば、第２の表
示状態は、第１の表示状態において既定の位置に表示さ
れる文字情報の内、少なくとも一部を既定の位置とは異
なる所定の位置にそれぞれ表示することを特徴とする。
これにより、所定の文字情報が表示され、かつ見やすい
記録画像を得ることができる。
【００１３】請求項７に記載の発明によれば、表示手段
は内視鏡画像を表示する表示領域を有し、所定の位置と
は、表示領域における周辺部の内、少なくとも一端部で
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あることを特徴とする。これにより、必要な文字情報が
記録画像の観察に邪魔にならないような位置に表示され
た記録画像を得ることができる。
【００１４】請求項８に記載の発明によれば、内視鏡装
置はさらに、表示手段に表示された画像を静止させる静
止手段を有し、制御手段は、静止手段によって画像静止
の指示がなされた場合には、文字情報を第２の表示状態
で表示することを特徴とする。これにより、記録画像を
記録する前に確認することができる。
【００１５】請求項９に記載の発明によれば、文字情報
とは、少なくとも日時情報、患者情報、医師情報、及び
必要に応じて書き込まれるコメントの内、１つを有する
ことを特徴とする。これにより、記録画像より様々な情
報を得ることができる。
【００１６】請求項１０に記載の発明によれば、記録手
段は画像を写真撮影する写真撮影装置、または画像デー
タとして取り込む画像記録装置であることを特徴とす
る。
【００１７】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態を図面
を参照して説明する。図１は、本発明を適用した内視鏡
装置の電気回路を示したブロック図である。図１に示す
ように、この内視鏡装置はスコープ１００を体腔に挿入
し、その体腔内の画像をプロセッサ２００を介してモニ
タ３００に映し出し、その映し出された画像を記録装置
４００によって記録するための装置である。
【００１８】光源２０４からの光は、絞り制御回路２０
３を介しＣＰＵ２０５により、その開閉を制御されてい
る絞り２０２によってその光量が調整され、コンデンサ
レンズ２０１によって収束された後、スコープ１００の
ライトガイド１０２の入射端面１０４に入射する。入射
した光はライトガイド１０２により導かれ出射端面１０
５から出射し、これにより体腔内が照明される。そし
て、その照明された体腔内の画像は、対物レンズ１０６
を介して撮像素子であるＣＣＤ１０１に結像される。
【００１９】ＣＣＤ１０１から掃き出された画像信号
は、プロセッサ内の信号処理回路２０９に送られ、ここ
で、輪郭補正、ホワイトバランス等の処理が行われた
後、ビデオプロセス回路２１０に送られる。一方、ＣＰ
Ｕ２０５に接続されたＲＡＭ２０６やＲＯＭ２０７内に
格納されている文字情報、及びＲＴＣ（Ｒｅａｌ  Ｔｉ
ｍｅ  Ｃｌｏｃｋ）２０８から読み出された日時などの
文字情報もまた、ＣＲＴＣ（ＣＲＴ  Ｃｏｎｔｒｏｌｌ
ｅｒ）２１３を介してＣＰＵ２０５によりビデオプロセ
ス回路２１０に送られ、これにより、体腔内の画像と共
に各種の文字情報がモニタ３００に表示されることとな
る。ここで各種文字情報とは、表示される体腔の画像に
関連した様々な文字情報で、本実施形態においては、患
者名等の患者情報、日時情報、医師名等の医師情報、及
び必要に応じて書き込まれる医師のコメントである。
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【００２０】上記ＲＡＭ２０６においては、キーボード
２１１によりその記憶内容が変更可能であり、入力され
た患者名やコメント、または表示設定などがここに格納
される。ここで、表示設定には、上述した各種文字情報
の個々に関して、記録時もしくは観察時において表示さ
せるか否かという情報や、さらに表示させる場合には、
その表示位置に関する情報等が含まれており、この表示
設定を必要に応じて適宜変更することで、記録時、及び
観察時での文字情報の表示状態を任意に設定することが
可能となる。
【００２１】また、上記ＲＯＭ２０７内には既定の表示
設定、及び後述する一連の動作を行なわせるプログラム
が格納されており、このプログラムによってＣＰＵ２０
５は、ＲＡＭ２０６またはＲＯＭ２０７内の文字情報を
適宜読み出して文字表示させている。尚、既定の表示設
定には、接続されたスコープに応じて表示される機種名
などの不変の文字情報や、デフォルトでの各種文字情報
の表示位置に関する情報等が含まれており、この既定の
表示設定を使用する際には、上記のようにＲＡＭ２０６
にいちいち設定する必要はなくなる。
【００２２】スコープ１００及びプロセッサ２００は、
それぞれＣＰＵ２０５に接続された操作部１０３、及び
操作パネル２１２を有しており、これらは少なくとも、
モニタ３００に表示されている画像を静止させるフリー
ズボタンＦ、及びモニタ３００に表示されている画像を
１枚の静止画として記録装置４００へと取り込ませる記
録ボタンＣとを有する。ここで記録装置４００とは、画
像を画像データとして光ディスク等に記録するものでも
良いし、写真撮影により画像を記録するものでも良く、
また双方が接続されていても良い。
【００２３】一般に内視鏡画像を記録する際には、一旦
フリーズボタンＦにより、記録される画像と同様の表示
状態で画像を静止させ、その画像を確認した上で記録ボ
タンＣにより記録されることが多いが、画像を静止させ
ることなく記録ボタンＣを押して画像を記録することも
可能である。但し、以下の本文では便宜上、フリーズボ
タンＦによって画像が静止している状態で記録ボタンＣ
により記録される場合を説明する。
【００２４】また、本発明にかかる内視鏡装置において
は、従来の全文字情報を表示、または非表示とするかの
モード切換ボタンＭも有しており、このモード切換ボタ
ンが操作される度に表示モードが切り換えられ、表示モ
ードがオンの時は、全文字情報を表示させ、表示モード
がオフの時は全文字情報を非表示とするように切り換え
られる。
【００２５】図２は、本発明における内視鏡装置の主な
動作を示すメインルーチンのフローチャートである。こ
のメインルーチンは、内視鏡装置の電源が入れられると
ＣＰＵ２０５によって実行され、以下に説明する一連の
動作が開始される。
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【００２６】ステップＳ５０１では初期設定が行われ、
例えば絞り２０２が所定の位置に調整されたり、前回、
電源が最後にオフされた時点で設定されていた表示条件
に基づいて、各種文字情報がＲＡＭ２０６またＲＯＭ２
０７から読み出されモニタ３００上に表示されたりす
る。
【００２７】ステップＳ５０２では内視鏡関連処理が実
行される。ここで内視鏡関連処理とは、プロセッサ２０
０にスコープ１００が接続されているかどうかの確認
や、また、接続されている時にはその機種名をモニタ３
００に表示させたりする処理のことである。
【００２８】ステップＳ５０３ではキーボード関連処理
が行われる。ここでキーボード関連処理とは、キーボー
ド２１１によって各種文字情報、及び表示設定をＲＡＭ
２０６に入力する処理のことである。前述したように、
この処理は必要に応じて行われるものであり、既定の表
示設定を使用する際や、設定内容を変更しない際には、
このステップでは何も行われない。
【００２９】ステップＳ５０４ではその他の処理とし
て、ＲＴＣ２０８により日時情報の表示等が行われる。
【００３０】ステップＳ５０５では、操作部１０３及び
操作パネル２１２の各スイッチの操作に応じて、パネル
スイッチ関連処理が行われ、この処理が実行されるとス
テップ５０２に戻り、電源がオフされるまでこのメイン
ルーチンが繰り返し実行されることとなる。
【００３１】図３は本発明の第１の実施例においてモニ
タ３００に表示される画面を示した図であって、（Ａ）
は観察時の画面を示しており、（Ｂ）は記録時の画面、
すなわち画像として記録される状態を示している。ここ
で、以後（Ａ）が付された図は観察時の画面、（Ｂ）が
付された図は撮像時の画面を表すものとする。尚、図３
に示すように、本実施例においては、内視鏡画像が表示
される領域Ｐと、その両脇の画像が表示されない空白の
領域Ｓからなるモニタ３００を使用しているが、空白領
域Ｓのないモニタを用いてももちろん良い。
【００３２】この第一の実施例では、観察時には図３
（Ａ）に示すように、患者名Ｃ１、患者のＩＤ番号Ｃ
２、患者の年齢Ｃ３、患者の性別Ｃ４、医師名Ｃ５、病
院名Ｃ６、医師のコメントＣ７、記録した年月日Ｃ８、
記録した時間Ｃ９、接続されているスコープ番号Ｃ１
０、及び内視鏡装置の製造会社名Ｃ１１がデフォルトの
表示位置に表示されるよう設定されており、また、記録
時には図３（Ｂ）に示すように、観察時において内視鏡
画像が表示される領域Ｐに所定値以上の文字数が重なっ
て表示されている文字情報（本実施例では、患者の年齢
Ｃ３及び患者の性別Ｃ４以外の、１文字以上重なってい
る文字情報）を非表示とするように設定されている。す
なわち本実施例では観察時と記録時とで、表示される文
字情報の数を異ならせている。
【００３３】ここで、Ｃ１～Ｃ４を患者項、Ｃ５～Ｃ７
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7
を病院項、Ｃ８～Ｃ９を日時項、及びＣ１０～Ｃ１１を
機種項とし、以後実施例において全ての文字情報とは、
上記Ｃ１～Ｃ１１の１１種類の情報を指すこととし、ま
た、図３（Ａ）の表示状態を、全ての文字情報が既定の
表示位置に表示されている状態とする。すなわち、モー
ド切換ボタンＭにより、全文字情報表示モードが選択さ
れている場合には、図３（Ａ）の表示状態となる。
【００３４】図８は、本発明の第一の実施例において、
ステップＳ５０５で行われるパネルスイッチ関連処理の
サブルーチンを示したフローチャートである。
【００３５】ステップＳ６０１では、操作部１０３また
は操作パネル２１２のいずれかのスイッチが押されたか
どうかが判定される。いずれかのスイッチが押されたと
判定されると（Ｓ６０１：ＹＥＳ）、処理はステップＳ
６０２へと進み、いずれのスイッチも押されなかったと
判定された場合（Ｓ６０１：ＮＯ）はこのサブルーチン
を終了する。
【００３６】ステップＳ６０２では、押されたスイッチ
が記録ボタンＣか否かが判定され、記録ボタンＣが押さ
れたと判定されると（Ｓ６０２：ＹＥＳ）、処理はステ
ップＳ６０３へと進む。押されたスイッチが記録ボタン
Ｃ以外のその他のスイッチと判定された場合（Ｓ６０
２：ＮＯ）にはステップＳ６０８へと進み、その押され
たスイッチに対応する処理が行われた後、ＣＰＵ２０５
はこのサブルーチンを終了する。
【００３７】ステップＳ６０３においては、表示モード
切換ボタンＭによって、どちらの表示モードが選択され
ているかを判断し、表示モードがオン、すなわち全文字
情報表示モードが選択されている場合には（Ｓ６０３：
ＹＥＳ）、処理はＳ６０４へと進む。なお表示モードが
オフ、すなわち全文字情報非表示モードが選択されてい
る場合には（Ｓ６０３：ＮＯ）、ステップＳ６０９にお
いて、ＣＰＵ２０５は記録を指示する信号を出力し、そ
の信号により、モニタ３００に表示されている画像が記
録装置４００によって取り込み、または撮影される。ス
テップＳ６１０で画像の取り込みまたは撮影の終了を待
った後（本実施例では０．５秒程度）、全文字情報非表
示モードでのサブルーチンは終了し、メインルーチンへ
戻る。
【００３８】ステップＳ６０４では、ステップＳ５０３
のキーボード関連処理で設定された記録時における各種
文字情報の表示・非表示に関する表示条件が、ＣＰＵ２
０５によりＲＡＭ２０６から読み出され、その表示条件
（本実施例では、内視鏡画像が表示される領域Ｐに１文
字以上の文字が重なって表示されている文字情報を非表
示とする。）に基づいてＣＲＴＣ２１３を介して、患者
名Ｃ１、患者のＩＤ番号Ｃ２、医師名Ｃ５、病院名Ｃ
６、医師のコメントＣ７、記録した年月日Ｃ８、記録し
た時間Ｃ９、接続されているスコープ番号Ｃ１０、及び
内視鏡装置の製造会社名Ｃ１１が消去される。
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【００３９】ステップＳ６０４において、記録時の表示
条件に基づく文字表示が行われると、ステップＳ６０５
において、ＣＰＵ２０５は記録を指示する信号を出力
し、その信号により、モニタ３００に表示されている画
像が記録装置４００によって取り込み、または撮影され
る。
【００４０】ステップＳ６０６で画像の取り込みまたは
撮影の終了を待った後（本実施例では０．５秒程度）、
ステップＳ６０７において今度は、ＲＯＭ２０７から既
定の表示設定が読み出され、観察時でのモニタ表示が行
われる。その表示が完了するとこのサブルーチンは終了
し、メインルーチンへ戻る。
【００４１】上記の処理が行なわれることで、本発明の
第一の実施例は実現されることとなる。上記第一の実施
例による表示条件によれば、観察時には全ての文字情報
を確認しながらの作業が可能であって、記録時には自動
的、かつ一時的に画像に重なっている文字情報が非表示
となるので、記録した画像が文字情報によって見づらく
なってしまうということが防止できる。さらに、上記第
一の実施例による表示条件によれば、光ディスク等の媒
体に記録した画像を画像処理する場合、不要な文字情報
がないので、画像処理に好都合な画像を提供できるとい
う利点もある。
【００４２】図４は本発明の第二の実施例においてモニ
タ３００に表示される画面を示した図である。この第二
の実施例では、観察時には図４（Ａ）に示すように、第
一の実施例と同様、全文字情報表示モードが選択されて
おり、既定の表示設定により表示され、また、記録時に
は図４（Ｂ）に示すように、全文字情報が画面の周辺部
（本実施例では患者項と日時項が上端部、及び病院項と
機種項が下端部）に表示されるように、その表示位置が
設定されている。すなわち本実施例では観察時と記録時
とで、表示される文字情報の表示位置を異ならせてい
る。
【００４３】図９は、本発明の第二の実施例において、
ステップＳ５０５で行われるパネルスイッチ関連処理の
サブルーチンを示したフローチャートである。
【００４４】ステップＳ７０１では、操作部１０３また
は操作パネル２１２のいずれかのスイッチが押されたか
どうかが判定される。いずれかのスイッチが押されたと
判定されると（Ｓ７０１：ＹＥＳ）、処理はステップＳ
７０２へと進み、いずれのスイッチも押されなかったと
判定された場合（Ｓ７０１：ＮＯ）はこのサブルーチン
を終了する。
【００４５】ステップＳ７０２では、押されたスイッチ
が記録ボタンＣか否かが判定され、記録ボタンＣが押さ
れたと判定されると（Ｓ７０２：ＹＥＳ）、処理はステ
ップＳ７０３へと進む。押されたスイッチが記録ボタン
Ｃ以外のその他のスイッチと判定された場合（Ｓ７０
２：ＮＯ）にはステップＳ７１０へと進み、その押され
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たスイッチに対応する処理が行われた後、ＣＰＵ２０５
はこのサブルーチンを終了する。
【００４６】ステップＳ７０３においては、表示モード
切換ボタンＭによって、どちらの表示モードが選択され
ているかを判断し、表示モードがオンの場合には（Ｓ７
０３：ＹＥＳ）、処理はＳ７０４へと進む。一方、表示
モードがオフの場合には（Ｓ７０３：ＮＯ）、ステップ
Ｓ７１１、Ｓ７１２において、上記第１の実施例におけ
るステップＳ６０９、Ｓ６１０と同様の処理が行われ
る。その後、表示モードがオフの場合のサブルーチンは
終了し、メインルーチンへ戻る。
【００４７】ステップＳ７０４では、ステップＳ５０３
のキーボード関連処理で設定された記録時における各種
文字情報の表示位置に関する表示条件が、ＣＰＵ２０５
によりＲＡＭ２０６から読み出され、その表示条件（本
実施例では、患者項と日時項を上端部、及び病院項と機
種項を下端部に表示する。）に基づいてＣＲＴＣ２１３
を介して、観察時での既定の表示設定による文字情報を
消去する。次に、ステップＳ７０５において患者項Ｃ１
～Ｃ４、日時項Ｃ８～Ｃ９を画面の上端部に表示させる
とともに、ステップＳ７０６において、病院項Ｃ５～Ｃ
７、機種項Ｃ１０～Ｃ１１を画面の下端部に表示させ
る。
【００４８】ステップＳ７０４～Ｓ７０６によって、記
録時の表示条件に基づく文字表示が行われると、ステッ
プＳ７０７において、ＣＰＵ２０５は記録を指示する信
号を出力し、その信号により、モニタ３００に表示され
ている画像が記録装置４００によって取り込み、または
撮影される。
【００４９】ステップＳ７０８で画像の取り込みまたは
撮影の終了を待った後、ステップＳ７０９において、既
定の表示設定がＲＯＭ２０７から読み出され、観察時で
のモニタ表示が行われる。その表示が完了するとこのサ
ブルーチンは終了し、メインルーチンへ戻る。
【００５０】上記の処理が行なわれることで、本発明の
第二の実施例は実現されることとなり、上記第二の実施
例による表示設定によれば、観察時には全ての文字情報
が画面上において適度に散在した状態で表示されている
ので、操作中においてもその文字情報の視認が容易であ
って、記録時には自動的、かつ一時的に散在していた文
字情報が記録画像を観察する際に邪魔にならないような
位置に移動するので、全ての文字情報が記録画像に表示
されるとともに、記録した画像が文字情報によって見づ
らくなってしまうということが防止される。
【００５１】図５は本発明の第三の実施例においてモニ
タ３００に表示される画面を示した図である、この第三
の実施例では、観察時には図５（Ａ）に示すように、第
一、第二の実施例と同様、全文字情報表示モードがされ
ており、既定の表示設定により表示され、また、記録時
には図５（Ｂ）に示すように、日時項Ｃ８～Ｃ９だけが
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表示されるように設定されている。すなわち本実施例で
は観察時と記録時とで、表示される文字情報の項目数を
異ならせている。
【００５２】図１０は、本発明の第三の実施例におい
て、ステップＳ５０５で行われるパネルスイッチ関連処
理のサブルーチンを示したフローチャートである。
【００５３】ステップＳ８０１では、操作部１０３また
は操作パネル２１２のいずれかのスイッチが押されたか
どうかが判定される。いずれかのスイッチが押されたと
判定されると（Ｓ８０１：ＹＥＳ）、処理はステップＳ
８０２へと進み、いずれのスイッチも押されなかったと
判定された場合（Ｓ８０１：ＮＯ）はこのサブルーチン
は終了する。
【００５４】ステップＳ８０２では、押されたスイッチ
が記録ボタンＣか否かが判定され、記録ボタンＣが押さ
れたと判定されると（Ｓ８０２：ＹＥＳ）、処理はステ
ップＳ８０３へと進む。押されたスイッチが記録ボタン
Ｃ以外のその他のスイッチと判定された場合（Ｓ８０
２：ＮＯ）にはステップＳ８１２へと進み、その押され
たスイッチに対応する処理が行われた後、ＣＰＵ２０５
はこのサブルーチンを終了する。
【００５５】ステップＳ８０３においては、表示モード
切換ボタンＭによって、どちらの表示モードが選択され
ているかを判断し、表示モードがオンの場合には（Ｓ８
０３：ＹＥＳ）、処理はステップＳ８０４へと進む。一
方、表示モードがオフの場合には（Ｓ８０３：ＮＯ）、
処理はステップＳ８０８へと進む。
【００５６】ステップＳ８０４では、ステップＳ５０３
のキーボード関連処理で設定された記録時における各種
文字情報の表示・非表示に関する表示条件が、ＣＰＵ２
０５によりＲＡＭ２０６から読み出され、その表示条件
（本実施例では、日時項Ｃ８～Ｃ９だけを表示する。）
に基づいてＣＲＴＣ２１３を介して、日時項Ｃ８～Ｃ９
以外の文字情報を消去する。
【００５７】ステップＳ８０４において、記録時の表示
条件に基づく文字表示が行われると、ステップＳ８０５
において、ＣＰＵ２０５は記録を指示する信号を出力
し、その信号により、モニタ３００に表示されている画
像が記録装置４００によって取り込み、または撮影され
る。
【００５８】ステップＳ８０６で画像の取り込みまたは
撮影の終了を待った後、ステップＳ８０７において、既
定の表示設定がＲＯＭ２０７から読み出され、観察時で
のモニタ表示が行われる。その表示が完了するとこのサ
ブルーチンは終了し、メインルーチンへ戻る。
【００５９】一方、ステップＳ８０８では、ステップＳ
５０３のキーボード関連処理で設定された記録時におけ
る各種文字情報の表示・非表示に関する表示条件が、Ｃ
ＰＵ２０５によりＲＡＭ２０６から読み出され、その表
示条件（本実施例では、日時項Ｃ８～Ｃ９だけを表示す
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る。）に基づいてＣＲＴＣ２１３を介して、日時項Ｃ８
～Ｃ９のみが表示される。このように、前述の２つの実
施例では表示モードがオフの場合には、観察時と記録時
とを通じて文字情報が非表示とされていたが、この第三
実施例では表示モードがオフでも、記録時のみ文字情報
を表示させるような構成となっている。この場合には、
図５（Ａ）において全文字情報が非表示とされている状
態から、記録時だけ図５（Ｂ）に示す状態となる。
【００６０】ステップＳ８０８において、記録時の表示
条件に基づく文字表示が行われると、ステップＳ８０９
において、ＣＰＵ２０５は記録を指示する信号を出力
し、その信号により、モニタ３００に表示されている画
像が記録装置４００によって取り込み、または撮影され
る。
【００６１】ステップＳ８１０で画像の取り込みまたは
撮影の終了を待った後、ステップＳ８１１において、記
録時に表示された日時項Ｃ８～Ｃ９を消去する。そし
て、その観察時の表示（この場合、全文字情報非表示）
が完了するとこのサブルーチンは終了し、メインルーチ
ンへ戻る。
【００６２】上記の処理が行なわれることで、本発明の
第三の実施例は実現されることとなり、上記第三の実施
例による表示条件によれば、記録時には自動的、かつ一
時的に最低限必要な文字情報だけを表示させておくこと
ができるので、不要な文字情報が表示されない分だけ見
やすい体腔画像を得ることができる。最低限必要な文字
情報として、特に日時項Ｃ８～Ｃ９は、経過観察等を行
う場合に有効かつ必要な情報であるといえる。
【００６３】図６は本発明の第四の実施例においてモニ
タ３００に表示される画面を示した図である、この第四
の実施例では、観察時には図６（Ａ）に示すように、表
示させておきたい所定の文字情報（ここでは日時項Ｃ８
～Ｃ９）だけが視認し易い位置（ここでは画面右側中段
部）に表示されるよう設定されており、記録時には図６
（Ｂ）に示すように、その所定の文字情報が画像の邪魔
にならない位置（ここでは、画面の上端部）に表示され
るようその表示位置が設定されている。すなわち本実施
例では観察時と記録時とで、表示される文字情報の表示
位置を異ならせている。
【００６４】図１１は、本発明の第四の実施例におい
て、ステップＳ５０５で行われるパネルスイッチ関連処
理のサブルーチンを示したフローチャートである。
【００６５】ステップＳ９０１では、操作部１０３また
は操作パネル２１２のいずれかのスイッチが押されたか
どうかが判定される。いずれかのスイッチが押されたと
判定されると（Ｓ９０１：ＹＥＳ）、処理はステップＳ
９０２へと進み、いずれのスイッチも押されなかったと
判定された場合（Ｓ９０１：ＮＯ）はこのサブルーチン
は終了する。
【００６６】ステップＳ９０２では、押されたスイッチ
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が記録ボタンＣか否かが判定され、記録ボタンＣが押さ
れたと判定されると（Ｓ９０２：ＹＥＳ）、処理はステ
ップＳ９０３へと進む。押されたスイッチが記録ボタン
Ｃ以外のその他のスイッチと判定された場合（Ｓ９０
２：ＮＯ）にはステップＳ９０９へと進み、その押され
たスイッチに対応する処理が行われた後、ＣＰＵ２０５
はこのサブルーチンを終了する。
【００６７】ステップＳ９０３においては、表示モード
切換ボタンＭによって、どちらの表示モードが選択され
ているかを判断し、表示モードがオンの場合には（Ｓ９
０３：ＹＥＳ）、処理はステップＳ９０４へと進む。一
方、表示モードがオフの場合には（Ｓ９０３：ＮＯ）、
ステップＳ９１０、Ｓ９１１において、上記第１の実施
例におけるステップＳ６０９、Ｓ６１０と同様の処理が
行われる。その後、表示モードがオフの場合のサブルー
チンは終了し、メインルーチンへ戻る。
【００６８】ステップＳ９０４では、ステップＳ５０３
のキーボード関連処理で設定された記録時における各種
文字情報の表示位置に関する表示条件が、ＣＰＵ２０５
によりＲＡＭ２０６から読み出され、その表示条件（本
実施例では、日時項Ｃ８～Ｃ９だけを画面の上端部に表
示する。）に基づいてＣＲＴＣ２１３を介して、観察時
の表示設定（ここでは、日時項Ｃ８～Ｃ９だけを画面の
右側中段部に表示する。）による表示を消去する。次
に、ステップＳ９０５において、日時項Ｃ８～Ｃ９を画
面の上端部に表示させる。
【００６９】ステップＳ９０５によって、記録時の表示
条件に基づく文字表示が行われると、ステップＳ９０６
において、ＣＰＵ２０５は記録を指示する信号を出力
し、その信号により、モニタ３００に表示されている画
像が記録装置４００によって取り込み、または撮影され
る。
【００７０】ステップＳ９０７で画像の取り込みまたは
撮影の終了を待った後、ステップＳ９０８において、観
察時の表示設定がＲＡＭ２０６から読み出され、観察時
でのモニタ表示が行われる。その表示が完了するとこの
サブルーチンは終了し、メインルーチンへ戻る。
【００７１】上記の処理が行なわれることで、本発明の
第四の実施例は実現されることとなり、上記第四の実施
例による表示条件によれば、観察時には表示させておき
たい所定の文字情報が視認しやすい位置（ここでは画面
右側中段部）に表示されるので、その文字情報を確認し
ながらの作業が容易であって、記録時には自動的、かつ
一時的に、その文字情報が記録画像を観察する際に邪魔
にならないような位置（ここでは画面右側上端部）に移
動するので、最低限必要な文字情報だけが表示された、
見やすい体腔画像を得ることができる。
【００７２】図７は本発明の第五の実施例においてモニ
タ３００に表示される画面を示した図である、この第五
の実施例では、観察時には図７（Ａ）に示すように、第
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一、第二、第三の実施例と同様、全文字情報表示モード
がされており、既定の表示設定により表示され、また、
記録時には図７（Ｂ）に示すように、所定の文字情報
（ここでは、患者項Ｃ１～Ｃ４、及び日時項Ｃ８～Ｃ
９）が画面の上端部に表示されるように、その表示位置
が設定されている。すなわち本実施例では観察時と記録
時とで、表示される文字情報の数、及びその表示位置を
異ならせている。
【００７３】図１２は、本発明の第五の実施例におい
て、ステップＳ５０５で行われるパネルスイッチ関連処
理のサブルーチンを示したフローチャートである。
【００７４】ステップＳ１００１では、操作部１０３ま
たは操作パネル２１２のいずれかのスイッチが押された
かどうかが判定される。いずれかのスイッチが押された
と判定されると（Ｓ１００１：ＹＥＳ）、処理はステッ
プＳ１００２へと進み、いずれのスイッチも押されなか
ったと判定された場合（Ｓ１００１：ＮＯ）、このサブ
ルーチンは終了する。
【００７５】ステップＳ１００２では、押されたスイッ
チが記録ボタンＣか否かが判定され、記録ボタンＣが押
されたと判定されると（Ｓ１００２：ＹＥＳ）、処理は
ステップＳ１００３へと進む。押されたスイッチが記録
ボタンＣ以外のその他のスイッチと判定された場合（Ｓ
１００２：ＮＯ）にはステップＳ１００９へと進み、そ
の押されたスイッチに対応する処理が行われた後、ＣＰ
Ｕ２０５はこのサブルーチンを終了する。
【００７６】ステップＳ１００３においては、表示モー
ド切換ボタンＭによって、どちらの表示モードが選択さ
れているかを判断し、表示モードがオンの場合には（Ｓ
１００３：ＹＥＳ）、処理はＳ１００４へと進む。一
方、表示モードがオフの場合には（Ｓ１００３：Ｎ
Ｏ）、ステップＳ１０１０、Ｓ１０１１において、上記
第１の実施例におけるステップＳ６０９、Ｓ６１０と同
様の処理が行われる。その後、表示モードがオフの場合
のサブルーチンは終了し、メインルーチンへ戻る。
【００７７】ステップＳ１００４では、ステップＳ５０
３のキーボード関連処理で設定された記録時における各
種文字情報の表示・非表示、及び表示位置に関する表示
条件が、ＣＰＵ２０５によりＲＡＭ２０６から読み出さ
れ、その表示条件（本実施例では、患者項及び日時項だ
けを画面の上端部に表示する。）に基づいてＣＲＴＣ２
１３を介して、既定の表示設定による表示を消去する。
次に、ステップＳ１００５において患者項Ｃ１～Ｃ４、
及び日時項Ｃ８～Ｃ９を画面の上端部に表示させる。
【００７８】ステップＳ１００５によって、記録時の表
示条件に基づく文字表示が行われると、ステップＳ１０
０６において、ＣＰＵ２０５は記録を指示する信号を出
力し、その信号により、モニタ３００に表示されている
画像が記録装置４００によって取り込み、または撮影さ
れる。 *
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*【００７９】ステップＳ１００７で画像の取り込みまた
は撮影の終了を待った後、ステップＳ１００８におい
て、既定の表示設定がＲＯＭ２０７から読み出され、観
察時でのモニタ表示が行われる。その表示が完了すると
このサブルーチンは終了し、メインルーチンへ戻る。
【００８０】上記の処理が行なわれることで、本発明の
第五の実施例は実現されることとなり、上記第五の実施
例による表示設定によれば、観察時には全ての文字情報
が画面上において適度に散在した状態で表示されている
ので、操作中においてもその文字情報の視認が容易であ
って、記録時には自動的、かつ一時的に散在していた文
字情報の内、所定の文字情報だけを記録画像を観察する
際に邪魔にならないような位置に移動するので、不要な
文字情報が非表示になった分だけ見やすい体腔画像を得
ることができる。
【００８１】尚、観察時と記録時とで表示する文字情報
の種類を変更したり、各文字情報のそれぞれについての
表示形態を異ならせても良い。ここで言う表示形態を異
ならせるとは、例えば本実施例においては、記録した年
月日Ｃ８を「０７／０７／２０００」と表示させている
が、年の情報が不要であれば「０７／０７」というよう
に表示させても良いということである。あるいは、表示
される文字のサイズを変更してもよい。
【００８２】さらに、上記５つの実施例のフローチャー
トのステップＳ６０８、Ｓ７１０、Ｓ８１２、Ｓ９０
９、及びＳ１００９において、押されたスイッチが前述
のフリーズボタンＦだった場合には、記録時の表示状態
に切り換えた後、モニタに表示されている画面を静止さ
せるというような処理が行われても良い。
【００８３】また本発明においては、全ての実施例にお
いて記録時に表示状態を変更しているが、表示設定をし
なければ、観察時と記録時とで、表示状態が変わらない
のは言うまでもない。
【００８４】
【発明の効果】以上のように本発明の内視鏡装置によれ
ば、記録を指示するだけで、記録時の表示状態が観察時
とは異なる表示状態に自動的に切り換えられるので、煩
わしい操作をすることなく、記録時に要求される画像を
容易に得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明を適用した内視鏡装置の電気回路を示し
たブロック図である。
【図２】内視鏡装置の主な動作を示すメインルーチンの
フローチャートである。
【図３】本発明の第一の実施形態による表示条件におい
て、観察時にモニタに表示される画面（Ａ）、及び記録
時にモニタに表示される画面（Ｂ）を示した図である。
【図４】本発明の第二の実施形態による表示条件におい
て、観察時にモニタに表示される画面（Ａ）、及び記録
時にモニタに表示される画面（Ｂ）を示した図である。
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【図５】本発明の第三の実施形態による表示条件におい
て、観察時にモニタに表示される画面（Ａ）、及び記録
時にモニタに表示される画面（Ｂ）を示した図である。
【図６】本発明の第四の実施形態による表示条件におい
て、観察時にモニタに表示される画面（Ａ）、及び記録
時にモニタに表示される画面（Ｂ）を示した図である。
【図７】本発明の第五の実施形態による表示条件におい
て、観察時にモニタに表示される画面（Ａ）、及び記録
時にモニタに表示される画面（Ｂ）を示した図である。
【図８】本発明の第一の実施形態において、図２のステ
ップＳ５０５で行われるパネルスイッチ関連処理のサブ
ルーチンを示したフローチャートである。
【図９】本発明の第二の実施形態において、図２のステ
ップＳ５０５で行われるパネルスイッチ関連処理のサブ
ルーチンを示したフローチャートである。
【図１０】本発明の第三の実施形態において、図２のス
テップＳ５０５で行われるパネルスイッチ関連処理のサ*
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*ブルーチンを示したフローチャートである。
【図１１】本発明の第四の実施形態において、図２のス
テップＳ５０５で行われるパネルスイッチ関連処理のサ
ブルーチンを示したフローチャートである。
【図１２】本発明の第五の実施形態において、図２のス
テップＳ５０５で行われるパネルスイッチ関連処理のサ
ブルーチンを示したフローチャートである。
【符号の説明】
１００  スコープ
２００  プロセッサ
２０５  ＣＰＵ
２０６  ＲＡＭ
２０７  ＲＯＭ
２１１  キーボード
２１３  ＣＲＴＣ（ＣＲＴ  Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）
３００  モニタ
４００  記録装置

【図１】

【図４】
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